
一学期の始業式の日から三学期の修了式

の日まで、毎日発行した学級通信。全部で
２０２号までいきました。二学期からは、
開発教育（国際理解教育）を学級経営や学
級通信の核にして、進めてきました。

今回は、開発教育に関わるものだけを抜
粋し、取り組みの様子を紹介します。

ささ め



ＪＩＣＡのＨＰやパンフレットを用
いて、開発途上国の現状を学び
ました。

学びの様子や感想を学級通

信にて生徒や家庭に伝えました。



学びの見通し（計画）
を示す「学級通信」
生徒と相談し、どんなことがしたいかと
問いかけたところ、生徒からは、
「楽しく学びたい」
「体験できることがいい」
「訪問取材をしたい」
「話し合いもしたい」
「グループで活動もしたい」
「世界の食べ物も味わいたい」

など多様な意見が出ました。

生徒の希望を聞きつつ、右のような学習
計画を作成し、生徒と家庭に伝えました。

「今年のクラスは、総合的な学習で何をする
の？」と言う保護者に疑問を抱かせないよう
に最初に計画を知らせ、協力や支援をお願
いしています。



講義ではなく、参加型手法を用いて、自分で体
験したり、講師さんと共に活動しながら学ぶ手法
をとり、五感を通して理解できるようにしました。
ジュースで世界の富を分配すると、驚きの声が上
がりました。最後にみんな平等に分配したジュー
スを飲んで楽しく学ぶことができました。



こんな通信を読むと、国際協力に対
する興味や関心が高くなりますね。



参加型ワークショップの第二回です。
先進国と言われる所に生まれた人。
途上国に生まれた人。誰もが同じよ
うに生きる権利がある。
幸せになる権利がある。それを言葉
だけでなく、
ゲームを通して学びました。



私たちの学びを全校に情報発信するため
に学級通信や活動の様子を廊下に掲示
しました。

最後のワークショップは、授業参観の時に保
護者の方にも参加してもらい親子で行いまし
た。フェアトレードについて保護者の方も関心
を持たれていました。





電話交渉は、思ったより大変でした。訪問できる日時がなかなか相手とあわ
ず、断念したところもありました。決まったときは、ほっとしました。



次の計画のため準備
を進めています
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①グループで心を込めて作った
新聞は、廊下に掲示し、全校に
私たちの学びを紹介しました。
②作成した新聞を訪問取材した
国際協力関係団体へお礼の手紙
と共に送りました。



作成した新聞とお礼の手
紙を訪問先にお送りしまし
た。その後、幾つかの団体
から手紙が届きました。
私たちの学びをＨＰで紹介
されたり、事務所に掲示さ
れたりしました。一生懸命
やってきて、うれしいです。





（ｼｬﾌﾟﾗﾆｰﾙ市民による海外協力の会提供）



学 習 活 動 指導上の留意点

１、リベート大会
「豊かな国はどっち」
のやり方について説明

を聞く。
２、役割分担を行う。
・「ブータン」「アメリカ」
「判定者」に分かれる。

３、リベート大会開始。
・作戦タイム。
・両国が主論を発表。
・作戦タイム。
・両国が反論をする。

４、判定者が判定をする。

５、ふりかえりをする。
プリントにリベート
を終えての意見と
感想を記入する。

・リベートの約束をＢ紙
に書き、黒板に貼り、
全員にルールを徹底さ
させる。

・希望を優先する。大き
く偏りが出た場合は、
変更してくれる生徒を

募る。
・発表内容をメモをし、
自分の意見をまとめる

ために使う。
【評価】

・意欲的に参加でき
ている発表や相手

手の意見を聞く態
度にて判断する。

・「豊かさ」の基準に
について自分なり

の考えをもつこと
ができたかプリント
に書かれた内容か
ら判断する。



゛ある

リベート大会『豊かな国は、どっち？』

• ブータンの方が豊か

• 自殺する人がいない

• 孤独でない

• 病気でも安心

• 犯罪がない

• アメリカの方が豊か

• ものがいっぱいある

• 娯楽がたくさんある

• 生活が便利である

• 自由である

・娯楽がないので退屈
・おもしろさがない
・携帯電話など物がなくて
不便である。

・お金がないと何もできない
・犯罪が多く人を信用できない
・小数の金持ちと大多数の貧乏
な人



「幸せって何？」「豊かさって何？」
考えさせられました。でも、一番大
切なのは、「生きていること」。
『誰もが、生きているって、
すばらしいと思える世界にしたい』
生きているから思い出がいっぱい
できる。思い出いっぱいの１年６組。
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